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2.4 富士川流域での観測事例 

1）概要 

富士川流域では，支川である大武川や濁川など，9 箇所でハイドロフォン，濁

度計による流砂観測が行われてきた。大武川などではハイドロフォン，濁度計

による流砂観測に加えて，土砂捕捉ピットや直接採水により集中的な観測が行

われてきた 1)。 

 

2）上流域の土砂生産にともなう掃流砂特性の変化 

富士川流域においては 2011 年の台風 12 号，15 号による大規模な出水が発生

した。大武川流域では，通常は水深の増減に従い掃流砂量は変動する（図 2.4.1a）

が，2011 年台風 12 号（9 月 1 日）による出水期間中に水深（掃流力）－流砂量

関係が変化し，同程度の水深であっても，流砂量が出水後半では出水前半に比

べて大きくなったことが観測された（図 2.4.1b）1)。 

また，2011 年の台風 12 号，15 号による出水前に比べて，同じ水深であって

も流砂量の多い傾向が台風 12 号による出水後も継続してみられ，出水後概ね 1

年かけて徐々に掃流力－流砂量関係は元の出水前の状態に戻っていくことがハ

イドロフォンによる観測から確認された（図 2.4.2）2)。これは，天竜川水系与田

切川における観測結果と一致した結果である（2.3 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4.1 大武川第 50 床固における水深と掃流砂量の関係 

（富士川砂防事務所取得データを基に作成） 

  



13 

 

図 2.4.2 大武川第 50 床固における無次元掃流力と無次元掃流量の関係の変化 2) 
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